












いる（図 1 参照）3．わずか 16 歳の時に『円錐曲線試論』（Essai 

















2 ［エンペイリコス 1998］，20 頁．
3 パスカルの肖像画は，［Pascal 1998−2000］，1 より採った．パスカルの幼少時からの親友ジャン・ドマ
筆とされる．
4 『パンセ』を除くパスカルの 1 次資料は，原則としてメナールによって編纂された［Pascal 1964−1992］
を参照する．『円錐曲線試論』は，［Pascal 1964−1992］, 2, pp. 228-235, 邦訳［パスカル 2014］，7−12 頁．



























6 ［Pascal 1964−1992］, 2, pp. 1136−1158, 邦訳［パスカル 1959］，308−333 頁．
7 Ibid., 2, pp. 1280−1320, 邦訳［パスカル 2014］，23−74 頁．








y = kx2(k : ) l2 = 1+{(kx2 ) }2 dx0
x1
定数  （2）
となる．したがって，両者の同等性は式の上から同じ積分の式に帰着する（特に a = 1，k 





























10 Ibid., 3, pp. 390−428, 邦訳［パスカル 1993−1994］，第一巻，393−431 頁．未完の論考「幾何学的精神に
ついて」の執筆時期については，様々な推定がなされている．メナールによる推定（Ibid., pp. 368−376, 
同邦訳，436−439 頁）を採用し，1655 年頃の執筆とする．ただし内容的に少し異なる後半部の執筆は，
それ以降の時期（1658 年から 1660 年頃まで）に書かれた可能性も他の研究者によって指摘されている．
なお邦訳としてル・ゲルン版（［Pascal 1998−2000］, 2, pp. 154−182）を底本とした翻訳・解説（［パスカ
ル 2014］，337−395 頁）も参照する．
11 「ド・サシとの対話」の正確なタイトルは，「エピクテトースとモンテーニュに関するド・サシ神父と
の対話」である．1655 年 1 月（「幾何学的精神について」の執筆時期とも重なる），ポール・ロワイヤル・デ・
シャンにおいて二人が会見した時の内容をド・サシの秘書であったニコラ・フォンテーヌが書き取り，
後に（1728 年）刊行された（［Pascal 1964−1992］, 3, pp. 76f, ［パスカル 1993−1994］，第一巻，330f 頁）．
パスカルは，前年 1654 年 11 月 23 日夜に信仰への決定的回心へと導かれる（その夜にパスカルを襲っ
たカトリックへの絶対的な信仰については，通常「メモリアル」と称される文書が残されている．パ





















主著『エセー』第 2 巻第 12 章「レーモン・スボンの弁護」というその著作における最大
の章の中で展開する議論は，実に深い内容をもつ．パスカルもそれを十分熟読した上で，
一定の影響を受けながらも，なお批判の矛先を向けるのである．モンテーニュのその最も






















統に連なる言葉である．モンテーニュ『エセー』中の先に掲げた第 2 巻第 12 章「レーモン・
スボンの弁護」にこの文言は記されている．日本で翻訳が刊行されている「クセジュ文庫」
の名の由来である 14．
モンテーニュは 1575 年頃，セクストス・エンペイリコス（3 世紀初め頃活躍か）の『ピュ
ロン主義哲学の概要』ラテン語訳（1562 年刊）を読んで，それに刺激を受けている．同年，
モンテーニュは『エセー』第 2 巻第 12 章の内容の大半を書き上げたとされる 15．またモ






14 ［Montaigne 1999］, Livre 2, p. 527, ［Montaigne 2001］, p. 821, ［Montaigne 2007］, p. 557, 邦訳［モンテーニュ
2005−2016］，4，160 頁．研究者による推定では，パスカルが読んだ『エセー』は 1652 年に刊行された
版本のようである（［前田 1989］，4 頁）．なお，モンテーニュの『エセー』については，第 1 巻，第 2





モンテーニュの死後刊行された 1595 年版をもとにしたテクストが刊行されている（［Montaigne 2001］
や［Montaigne 2007］が代表例）．われわれはこれ以降，『エセー』に関して引用を行う場合，パスカル































































語を，しばしば耳にする．パスカルは 20 代前半の 1646 年頃から，真空実験に取り組ん


















20 ［Pascal 1964−1992］, 2, pp. 498−508, 邦訳［パスカル 1959］，1，419−433 頁．






























23 ［Pascal 1964−1992］, 2, pp. 780f, 邦訳［パスカル 1993−1994］，第一巻，170 頁．
24 Ibid., 779, 同邦訳，168 頁．メナール版の同ページの注釈は，パスカルの表明と関連して，ベーコンの
著書『諸学問の増進と重要性について』（De augmentis et dignitate scientiarum）のタイトルを想起させる
としている．そのベーコンの著作のフランス語訳は，1632 年に刊行された．





























26 Ibid., 778, 同邦訳，168 頁．































29 ［Pascal 2000］, p. 164, 邦訳［パスカル 2001］，1，48 頁．
30 Ibid., p. 162f, 同邦訳，1，45ff 頁．
31 Ibid., p. 172, 同邦訳，1，161 頁．































33 Ibid., p. 226f, 同邦訳，2，184 頁．
34 Ibid., p. 458, 同邦訳，1，173 頁．
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われに最もなじみ深い自然数全体，すなわち 1 から始まり 2，3，4，…と次々に進んでい
く数の集合がある（記号 N で表す）．N はあらためて要素を書き並べていくと，




1）1 という対象があり，N は 1 を元に持つ集合である，
2）N からそれ自身への写像j  : N → N がある，
3）j  は単射である（j(N) の元 n1 に対して，j(n) = n1 となる n がただ一つ存在する），
4）1∉j(N)
5）N の部分集合 A が次の 2 条件を満たすとき，A = N となる，
　（a）1 ∈ A，
　（b）j(A) ⊂ A．
4 番目の条件を勘案すると，j  という写像によって，自然数全体 N の各要素（1，2，3，4， …）
がずれることを示している．つまり，j(x) = y とすると，y は x の次の元（あるいは直後の元）
であることを意味する．さらに 5 番目の条件は，「数学的帰納法の原理」と呼ばれる．いま，
A を N の元 n のうち，（n に関する命題）P(n) を満たすものの全体とする（すなわち，A = 
35 論考「幾何学的精神について」の執筆時期については注（10）を参照．
36 ［彌永 1972−1978］，（上），66 頁．
40
{n | P(n)}）．上記の 5 番目の二つの条件（a），（b）はあらためて書き換えられて 37，
1）P(1)，すなわち P(n) は n = 1 で成り立つ，
2） P(n) ⇒ P(j(n))，すなわち P(n) は n = x で成り立つならば， P(n) は x の直後の元j(x)
で成り立つ．





数を三角形状に並べた図を掲げ，名称などを定義づける．まず図 4 で，1 点 G から垂直な










• 規則：各細胞の数 = 垂直行における直前の細胞の数 + 水平行における直前の細胞の数．
例えば，
細胞 F の数（ = 10） = 細胞 C の数（ = 6） + 細胞 E の数（ = 4）








例として掲げられているのは，図 4 で，第 5 底辺中の隣り合う下位の細胞 E(= 4)，上
位の細胞 C(= 6) の場合である．その比は 2 : 3 である．一方，E から同じ底辺の最下段ま
で E，H と二つの細胞があり，C から同じ底辺の最上段まで C，R，m と 3 個の細胞がある．
よってそれら細胞の個数の比は 2 : 3 である．つまり，





この命題は無限に多くの場合があるとはいえ（Quoique cette proposition ait une 
infinité de cas），私は二つの補題を仮定して非常に短い証明を与えることにする．
第 1 には，自明のことだが，この命題は第 2 底辺で成り立つ．なぜなら〔第 2 底
辺上の二つの細胞〕j とs の比は 1 : 1 であることは極めて明らかである．第 2 には，
もしこの比例がある任意の辺で見いだされるならば，それは必然的に次の底辺にお
いても成り立つ〔ことが示されればよい〕．こうしてその比例は必然的にすべての
38 ［Pascal 1964−1992］, 2, pp. 1288f, 邦訳［パスカル 2014］，23−26 頁．
39 Ibid., pp. 1294f, 同邦訳，33ff 頁．
42
底辺で成り立つことがわかる．なぜなら第 1 の補題によって第 2 の底辺で成り立ち，
よって第 2 の補題から第 3 底辺で成り立つ．ゆえに第 4 底辺においても成り立ち，
以下無限にまで続けて（et à l’infini）成り立つ．
こうしてパスカルの証明は，第 2 の補題が成立することに重きが置かれる．その証明は，
第 4 底辺で成立するとき，次の第 5 底辺で成立することをいうという風に，特定の 2 底辺




40 第 2 の補題が，この帰結第 12 の場面で成立していることをパスカルは次のように示す．いま第 4 底辺
Dl で，帰結第 12 が主張する比が成り立っているとする．すると，第 4 底辺の D と B の比は 1 : 3 に等しい．
一方，数三角形が形成する規則により，
　　　　　　　　　　　　　　E = D + B = 4 となり，ゆえに E : B = 4 : 3 （3）
 である．同じ第 4 底辺で仮定により B : q  = 3 : 3 = 2 : 2．また同様に規則から，
　　　　　　　　　　　　　　 C = B + q  = 4 となり，ゆえに C : B = 4 : 2 （4）
 ここで，式（3）が成り立つのは，「比の合併」呼ばれる変形である．すなわち，ユークリッド『原論』
第 5 巻命題 18 で，一般に
a : b = c : d ⇒ (a + b) : b = (c + d) : d
 が成り立つことことが示されている（［ユークリッド 2008］，395ff 頁）．またここで式（3）の比を前後
入れ替えて，
　　　　　　　　　　　　　　  E : B = 4 : 3 ならば，ゆえに B : E = 3 : 4 （5）
 とするが，これは「比の入れ替え」と呼ばれる技法である．同じくユークリッド『原論』第 5 巻命題 7
で一般的に
a : b = c : d ⇒ b : a = d : c
 が証明されている（同書，377f 頁）．式（4）と式（5）からパスカルは，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   C : E = 3 : 2 （6）
 を導いている．パスカルが述べることは，一般に
a : b = B : C, b : c = A : B ⇒ a : c = A : C
 となることを指しているが，パスカル自身はこの変形について‘par la proportion troublée’と称している．
「乱比例により」などと訳される技法である（われわれが参照する［パスカル 2014］では「交錯比によっ







た論考が続く．そこでは，時に組み合わせの数（すなわち，例えば 4 文字 A，B，C，D
で表される四つの中から任意に 2 個を取り出すときに，その取り出すすべての仕方）との




パスカルは再び，この命題の具体的な例を挙げている．指数 4 をとって，三角形 GDl
に注目する．このとき第2水平行の細胞の和j  + y  + q  = 1 + 2 + 3 = 6 は，三角形の指数（= 
4）に対して，行の指数（= 2）の組み合わせの数，すなわち現代的記号で表せば 4C2 = 6
に等しくなる．ここでもパスカルは「無限の場合があるにもかかわらず，次の二つの補題
を用いれば証明は簡単である」としている．もちろん「二つの補題」とは，















41 ［パスカル 2014］，326 頁．
















43 パスカルの証明は次の通り．三角形の一つとして指数 3 の三角形をとる．そこで命題の主張する相当
性が成り立つと仮定する．すなわち，
　　　　　　　　　　　　第 1 行の細胞の和 = G + s  + p   = 1 + 1 + 1 = 3 = 3 C1 （7）
　　　　　　　　　　　　　　第 2 行の細胞の和 = j  + y  = 1 + 2 = 3 = 3 C2 （8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　第 3 行の細胞の和 = A = 1 = 3 C3 （9）
 とする．このとき指数 4 の三角形も同じ相等性を持つ．例えば，
　　　　　　　　　　　　　  第 2 行の細胞の和 = j  + y  + q  = 1 + 2 + 3 = 6 （10）
 となるが，式（10）で，式（7），式（8）を利用して，
　　　　　　　　　　　j  + y  + q  = (j  + y) + q  = 3 C2 + (G + s  +  p) = 3 C2 + 3 C1 （11）
 である．ここで q  = G + s  + p  となるのは，数三角形の基本性質の中で帰結第 2「すべての数三角形に
おいて，各細胞はその直前の水平行の，その垂直行から第 1 垂直行まで（それらの垂直行も含めて）
のすべての細胞の和に等しい」を利用している．さらに，式（11）の最右辺については，
3 C2 + 3 C1 = 4 C2
 が成り立つ．なぜなら，組み合わせの基本性質
n−1Cr + n−1 Cr−1 = n Cr
 に基づくからである．これをパスカルは命題 1 の直前の補題 4 で一般的な表現を用いず用意していた
（Ibid., pp. 1304f, 同邦訳，48ff 頁）．よって，










ない．逆に 100 分の 1，あるいは 10000 分の 1 のようにある数がどれほど小さくても，
さらにより小さい数を想定でき，つねに際限なく，0 または無には到達しない．
44 パスカルは，ここでも具体例で論じる．二人の賭博者がいて，第 1 の者が 2 勝，他方は 4 勝不足して
いるとする．このとき，2 + 4 = 6 より第 6 底辺 Pd を考える．ここで第 1 の者に不足している勝利数と
同じ細胞の数 2 個を P から順にとり和を求める．すなわち
P + M = 1 + 5 = 6
 である．他方，第 2 の賭博者に不足している勝利数 4 に等しいだけの細胞を同じ第 6 底辺の F から続
けてとり，和を求める．すなわち
F + w  + S + d  = 10 + 10 + 5 + 1 = 26
 である．パスカルは両者に対する配分は，それら二つの和の逆比，すなわち
　　　　　　 第 1 の者への分け前：第 2 の者への分け前 = F + w  + S + d  : P + M = 26 : 6 （12）
 と定めればよいという．設定として，二人の間で不足している勝利数が，第 1 の者が 6 で，第 2 の者
が 2 ならば，6 + 2 = 8 より第 8 底辺で式（12）と同様の配分を考える．こうして無限に多くの場合に
対して命題は想定され，先の数学的帰納法の論法が利用された時と同様に，
 　1）第 2 底辺における成立，
 　2）第 4 底辺での成立が仮定されるときに第 5 底辺での成立，
 の 2 段階を確認することで，すべて底辺に対する命題の成立を主張している．Ibid., pp. 1314−1317, 同邦
訳，64−69 頁．
45 現代の確率論の出発点が，パスカルとフェルマーとの間で交わされた書簡にあることはよく知られて
いる（［トドハンター 2002］第 2 章参照）．彼らフランスの 17 世紀に生きた二人の数学研究者は，賭け
の分け前をどのように合理的に定めるかについて論じ合ったのである（1654 年 6 月から 10 月にかけ
て）．パスカルとフェルマーが論じた具体的な事柄について論じることは避けるが文献上では，［Pascal 


























他方の認識へと必然的に導く」と述べている 51．これは数が 10000 倍，100000 倍とどこ
までも増大させることが可能なので，同じ数をかけるのではなく割ることで（すなわち逆










49 カヴァリエリは 1635 年に『ある種の新理論によって進められた不可分者による連続体の幾何学』
（Geometria indivisibilibus continuorum nova quadam ratione promota）という書を刊行した．そのカヴァリ
エリの数学の内容については，［原 2013］，107−116 頁参照．
50 ライプニッツの記号法とその導入のいきさつ，さらには概念的な把握については，［林 2003］，2.2 項「無
限小解析の形成」，3.2 項「無限小解析の発展と応用」，3.3 項「無限小概念とそれをめぐる論争」を参
照のこと．

























52 Ibid. p. 404, 同邦訳，406 頁．こうしたパスカルの言葉は，やはりモンテーニュを想起させる．モンテー
ニュは『エセー』最大の章である第 2 巻第 12 章「レーモン・スボンの弁護」の中で次のように述べて
いる（［Montaigne 2001］, p. 710, 邦訳［モンテーニュ 2005−2016］，4，33 頁）．
 　　 　思い上がりとは，われわれが生まれつき最初から持っている病気である（La présomption est notre 
maladie naturelle et originelle）．





































53 ［Pascal 1964−1992］, 3, pp. 401, 邦訳［パスカル 1993−1994］，第一巻，403 頁．
54 ［Pascal 1964−1992］, 3, pp. 401, 邦訳［パスカル 1993−1994］，第一巻，403 頁．




































58 ［Pascal 1964−1992］, 3, pp. 396, 邦訳［パスカル 1993−1994］，第一巻，399 頁．
























根源的な語を定義しようとする人の言説ほど弱いものはない（Il n’y a rien de plus 





60 Ibid., 同邦訳，398f 頁．

































 パスカルの言説の歴史的由来はこうしたところにある．［エンペイリコス 1998］，230 頁．［パスカル
2014］，391 頁に記された注（5）も参照．































64 Ibid. p. 419ff, 同邦訳，418−421 頁．
65 Ibid. p. 416, 同邦訳，416 頁．






























67 Ibid. p. 416, 同邦訳，415f 頁．
68 ［Pascal 2000］, p. 467, 邦訳［パスカル 2001］，1，206 頁．















ている場合もある 70．この断章 680 は，内容として無限，賭け，確実性，そして信仰（神）
の問題を扱う．われわれが進めてきた考察を深めるのに有用である．パスカルの思想の一
面が表白されている断章だが，いま掲げた事柄の連環をわれわれの文脈で捉えていこう．








1）P(1)，すなわち P(n) は n = 1 で成り立つ，





70 LG 版は一つの断章として捉えるが，B 版は異なる 10 の断章に，L 版はやはり 9 個の断章として別々に
































73 ［Pascal 2000］, p. 458, 邦訳［パスカル 2001］，1，173 頁．
74 パスカルは言う．「キリスト者が自分たちの信仰を理由づけることができないからと言って誰が責める
のだろうか．〔中略〕彼らがそれを証明しないことに不平を言うのか」（Ibid. p. 460, 同邦訳，1，175 頁．）．
数学者のパスカルとキリスト者としてのパスカルを二つながら認めるほかはない．



































































細に両者の対比，特に『エセー』第 2 巻第 12 章「レーモン・スボンの弁護」との関連が






















fondement mystique de son autorité）．
モンテーニュは，『エセー』中に次のように記していた（第 3 巻第 13 章「経験につい 
て」）79．
法律が信用を維持しているのは，それが正しいからではなく，それが法律だ
からである．これこそ法律が持つ権威の神秘的根拠であって（C’est le fondement 
mystique de leur autorité），他には何もない．それが法律には都合がいいのだ．そも
そも法律というものは，愚者の手で作られることが多い．ほとんどの場合，平等を
77 Ibid., p. 80f, 同邦訳，1，216f 頁．
78 Ibid., p. 83, 同邦訳，1，218 頁．






























































82 Ibid., pp. 115f, 同邦訳，1，306f 頁．
83 ［前田 1989］，198ff 頁．同書口絵写真 B には，パスカルの草稿上，複数の線で記述が抹消されている様
子が示されている．















































ボンの著作『自然神学，あるいは被造物の書』（Theologia naturalis; sive Liber creaturarum 
magistri Raimondi de Sebonde）を翻訳し刊行している．『エセー』最大の章を執筆する契機











86 モンテーニュ『エセー』は全体で 3 巻からなる．第 1 巻 57 章，第 2 巻 37 章，第 3 巻 13 章を含んでいる．
その中で最も著大な章が第 2 巻第 12 章であるが，われわれが依拠する 1 次資料［Montaigne 2001］は，
本文全体が 1687 頁の分量を持つ．そのうち，この「レーモン・スボンの弁護」の章は，一つの章だけ
で 241 頁を占めていて，全巻の 7 分の 1 にあたる．また，邦訳［モンテーニュ 2005−2016］は全 7 巻か
らなるが，第 4 巻すべてをこの一つの章だけにあてている．
87 レーモン・スボン（？ −1436）は，バルセロナ生まれで，医学の教授職に就いていた人物のようである．




語に訳すように私に命じた」という（［Montaigne 2001］, p. 692, 邦訳［モンテーニュ 2005−2016］，4，11
頁）．刊行はモンテーニュの父の死（1568 年）の翌年になった．

























図 6：接触角について（ライプニッツ 1712 年手稿より）
89 1585 年，ボルドー市近辺にペストが蔓延したために全市民が避難したという．被害は近郊へと広がり，
モンテーニュも家族を連れ，彼の城館を半年にわたって離れざるを得なかった．［原 1994］，207 頁．
90 ［Montaigne 2001］, p. 886, 邦訳［モンテーニュ 2005−2016］，4，239 頁．ペルティエがモンテーニュ家を















91 16 世紀における幾何学研究，特に接触角問題についての議論は，そもそも『原論』第 1 巻の角に関す











Euclidis PPΩTA）で次のように述べている（［Leibniz GM］, 5, S. 191，邦訳［ライプニッツ 1999］，258f 頁）．
 　　 　〔図 6 を指して〕半円 ABCR の角，すなわち曲線の垂線 CR，つまり半径に対する円弧 ABC のな
す角は，線分 CE，または DC が線分 RC に対してなす角 DCR や ECR と同一である．こうして接











































92 ［Montaigne 2001］, p. 886, 邦訳［モンテーニュ 2005−2016］，4，239 頁．
93 Ibid., p. 884, 同邦訳，4，236f 頁．
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コペルニクスの学説は，『天球回転論』（1543 年刊）によって公にされた．モンテーニュ



































95 ［Montaigne 2001］, p. 884f, 邦訳［モンテーニュ 2005−2016］，4，237f 頁．
67
のである．
もう一つの例を第 2 巻第 14 章から挙げよう．この章は，「レーモン・スボンの弁護」と
は対照的に極めて短い．だが，「われわれの精神は，いかにそれ自体が邪魔になるか」と









































98 ユークリッド『原論』第 1 巻で定義（1 から 23 まで）の後に並べられている要請（公準，1 から 5 まで）



















り組むことは古代ギリシア時代から行われていた．一方で，半径 1 の円の面積は（円周率）p となる．






は，［Jesseph 1999］が参考になる．あるいは，［カッツ 2005］，61f，751f 頁参照．
100 ［Pascal 2000］, p. 371f, 邦訳［パスカル 2001］，1，39 頁．グルネー嬢とは，モンテーニュの晩年に知己
を得て，『エセー』のテキストの改良に取り組んだマリー・ド・グルネー（1566−1645）のことである．
われわれが依拠している［Montaigne 2001］や，『エセー』のより新しいテキストである［Montaigne 
2007］は，彼女の残したテキスト 1595 年版に依拠している．［宮下 2019］，85ff 頁参照．本稿注（14）
も参照のこと．




























れわれが見てきた『エセー』第 2 巻第 12 章「レーモン・スボンの弁護」は，次のような
一節で締めくくられる 103
102 ［堀田 2004］，第二部，455f 頁．なお引用中のモンテーニュ『エセー』の引用は，［Montaigne 2001］, p. 
700, 邦訳［モンテーニュ 2005−2016］，4，21 頁にある．



























104 モンテーニュは『エセー』全巻の締めくくり，第 3 巻第 13 章の最終部で「自分の存在を正直に楽しむ
ことができるということは，ほとんど神のごとき，絶対的な完成なのである」と結論づけている（Ibid., 
p. 1740, 同邦訳，7，341 頁）．モンテーニュは，懐疑の行き着くところ，自分の存在をどれほど誠実に
受け入れるかにかかっていると考えていることがわかる．
105 ［Pascal 2000］, p. 49, 邦訳［パスカル 2001］，1，331 頁．
106 ［Montaigne 2001］, p. 1255, 邦訳［モンテーニュ 2005−2016］，6，43 頁．















はない（Solum certum nihil esse certi, et homine nihil miserius aut superbius）．
 この言葉をモンテーニュは，自宅の書斎の天井に刻ませたという（Ibid., p. 710, n. 4, 同邦訳，4，300 頁，
注（42）））．あるいは，『エセー』のすぐ次の章の冒頭で，セクストス・エンペイリコスに由来する言
葉として，「『反論のない道理などない』と哲学者のうち最も賢明なる学派が述べている」としている（『エ
セー』第 2 巻第 15 章，Ibid., p. 944, 同邦訳，5，25 頁）．



















モンテーニュの真骨頂であろう．Ibid., pp. 1572f, 同邦訳，7，140f 頁．
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私は踊るときは踊り，眠るときは眠る（Quand je danse, je danse: quand je dors, je 
dors）．
111 Ibid., p. 952, 同邦訳，5，34f 頁．
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